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　特集　メンタルヘルス問題と職場の健康－その現状と対策

むすび

　メンタルヘルスの悪化の問題は、主として産業医学を中心に検討されてきたが、もはやそれだけで

は対処できない差し迫った状況となっている。韓国を含めて、経済発展した国が共通に経験する苦

悩だといえよう。

　メンタルヘルスの悪化は、個人の病気としての面だけでなく、事業活動に対する悪影響という面で

も深刻である。患者を抱えた家族の経済的困難や心理的な負担も大きい。うつ病の診断や治療は

進んではいるものの、職場における予防や職場復帰に関しては課題が山積している。

　メンタルヘルス対策を講じるうえで、経済学や社会学の分野の知見も動員する必要がある。その

ためにも、まず着手するべきことは、国家のレベルにおける大規模な統計調査であろう。研究者や

事業所のレベルでは、経済的にも負担が大きすぎるし、プライバシーという制約もある。ここでは、何

よりも現実をありのままに見据える勇気が求められているのであり、メンタルヘルス問題の現実を明

らかにすることから出発しなければならないのである。（鈴木安名・千田忠男）
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